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研究成果の概要（和文）：在宅での自助での認知行動療法の実用可能性については、パニック症、社交不安症、
強迫症の当事者9名に開発したE-learningシステムを利用してもらうことで、安全に実施可能で、介入後には主
要症状に改善が見られたことから、これらの疾患に対するE-learningシステムの実用可能性が実証された。その
他にも、社交不安症の認知行動療法スマートフォン版アプリケーションの開発に成功し、強迫症のE-learningシ
ステムの有効性を評価するための臨床試験を2020年1月から2021年6月末まで実施している。試験結果の結果につ
いては、2021年秋頃にまとめて学術誌に投稿する予定です。

研究成果の概要（英文）：I found that the feasibility of self-help cognitive-behavioral therapy at 
home in Jpana can be safely implemented by having nine patients with panic disorder, social anxiety 
disorder, or obsessive-compulsive disorder use the E-learning system. Improvements in key symptoms 
were seen after the intervention, demonstrating the utility of the intervention format for these 
mental disorders. In addition, we succeeded in developing a smartphone version of 
cognitive-behavioral therapy for social anxiety disorder and conducted clinical trials from January 
2020 to the end of June 2021 to evaluate the effectiveness of the Internet-based intervenition for 
obsessive-compulsive disorder. I will submit the results of this clinical trial in an academic 
journal in the fall of 2021.

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
オンラインでの自助プログラムを在宅で受けることで、パニック症・社交不安症・強迫症の人は十分に安全で症
状改善効果が見込まれることを、本研究課題によって実施された一連の研究成果は示しています。言い換えれ
ば、この研究によって、コロナ禍で、病院に通うことが心配な人でも、ご自宅で、安全かつ効果的に、専門的な
治療を受けられることがわかりました。他にも、認知行動療法という専門的な精神療法を提供することができる
治療者や治療機関が少ないことが、社会的な問題であると言われていますが、この研究によって実用可能な認知
行動療法を提供することが可能な遠隔システムを開発することに成功しました。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
1. 研究開始当初の背景 

 認知行動療法は, 薬物療法に勝とも劣らなに治療効果を持つため, 効果が認められてい

る疾患の患者に対しては, 可及的速やかに認知行動療法を提供することが好ましい。高度な

専門的治療法である認知行動療法を, 安価でかつ使いやすくい形式で提供可能な治療基盤

の構築が喫緊の課題である。申請者らは, 本課題の申請時点で, テレビ会議システムを活用

した遠隔での認知行動療法についての技術基盤を保有しており, 日本人の精神疾患間に対

してもテレビ電話での遠隔認知行動療法の実用可能性を実証していた。しかしながら, テレ

ビ会議システムを活用した遠隔での介入は, 従来の対面セッションよりも通信機器やイン

ターネット使用料などが嵩むためコストが高く, かつ専門家の数に限りがあるなど, 全て

の支援を必要とする人に介入可能なシステムではなかった。 
 

2. 研究の目的 

申請者は,現在の日本の情報通信技術とインターネット普及状況において, 費用対効果の

高い遠隔治療法を開発し, かつその実用可能性及び有効性を評価するために, 以下の３つ

の研究を行なった。 

(1) オンライン認知行動療法自助プログラムの開発 

(2) 不安と強迫のオンライン認知行動療法プログラムの実用可能性の検証 

(3) 強迫症の認知行動療法プログラムの有効性の検証 
 

3. 研究の方法 

(1) オンライン認知行動療法自助プログラムの開発 

E-learning システムを活用した認知行動療法プログラムを開発して, 強迫症, パニック症, 

社交不安症のための自助プログラムを実装した。これらのプログラムでは, 厚生労働省の心

の健康サイトに掲載の認知行動療法マニュアルの治療モジュールを, 全 12 回で学習できる

よう援用にした。なお, Web プラットフォームには株式会社龍野システムの LearningBox®

を, 治療者が患者に連絡するセキュアなチャットシステムには株式会社シェアメディカル

の MediLine®を活用した。スマートフォン版認知行動療法アプリケーションについては, 

Clark & Wells モデル（1995）に基づいて, ソフトウェアエンジニア, テスター, UI デザイナ

ーと共同して, 全 10 回で社交不安症の認知行動療法を実施できるアプリを開発した。 
 

(2) 不安と強迫のオンライン認知行動療法プログラムの実用可能性の検証 

症例研究とパイロット・フィージビリティ・スタディにより, E-learning システムを活用し

た認知行動療法プログラムについて, 強迫症, パニック症, 社交不安症に対する安全性と実

用可能性を検討した。各疾患 3 名の成人患者に E-learning システムを活用した認知行動療法

プログラムの使用感を確かめてもらい, 不安症の 6 名に関しては, 千葉大学医学部附属病院

と福井大学医学部附属病院での臨床試験を行い実用可能性についても検証した。なお, 臨床

試験の主要症状評価は, 総合的な不安を評価するために, State-Trait Anxiety Inventory-Trait

（STAI-T）である。 また, 副次評価項目として, ベック不安質問票（Beck Anxiety Inventory, 

BAI）, 患者がパニック症の場合にはパニック障害重症度評価尺度（Panic Disorder Severity 

Scale, PDSS）を, 社交不安症の場合にはリーボヴィッツ社交不安尺度（Liebowitz Social 

Anxiety Scale, LSAS）に設定した。そのほかの副次評価項目には, 抑うつ症状を評価するた

めに Patient Health Questionnar-9(PHQ-9)日本語版 , 全般不安症状を評価するために

Generalized Anxiety Disorder-7（GAD-7）日本語版を使用した。 
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(3)強迫症のオンライン認知行動療法プログラムの有効性の検証 

   強迫症に対する E-learning システムを活用した, 認知行動療法プログラムの有効性につ

いて調べることを目的に, ランダム化比較試験を実施することで検証した。強迫症は, 多様

な臨床症状を示すため, その表現形によって４つのサブタイプ（汚染, 加害,対称, 禁忌的思

考）に分けられる。強迫症のサブタイプに対応した Web 上で受けられる認知行動療法プロ

グラムの有効性を評価するために, 千葉大学医学部附属病院と福井大学医学部附属病院, 

こころとからだクリニック福井と共同して, ランダム化比較試験を実施した。この試験プロ

トコルは千葉大学医学部附属病院と福井大学医学部附属病院の倫理審査委員会で審査を受

けて承認されている。試験実施期間は, 2020 年 1 月から 2021 年 3 月末で, 合計 31 名の強

迫症の患者を試験治療群もしくは対照治療群（通常治療単独群）に, １対１の比率で割り付

けた。なお, 臨床試験の主要症状評価は, 強迫症の重症度を評価尺度としてはゴールデンス

タンダードである,Yale-Brown Obsessive-Compulsive Scale (Y-BOCS)であり, 独立評価者によ

りアセスメントの際に評価した。 また, 副次評価項目は, Obsessive-Compulsive Inventory

（OCI）を用いて強迫症のサブタイプごとの症状評価を測定し, 抑うつ症状を評価するため

に PHQ-9, 全般不安症状を評価するために GAD-7 を使用した。試験治療期間は 12 週間（約

3 ヶ月）であり, 参加者は同意取得時点と割付後におおよそ 3 ヶ月後（12 週後）時点で臨床

症状等に関しての調査が上記の尺度を用いて実施された。 
 

４．研究成果 

(1) オンライン認知行動療法自助プログラムの開発 

 E-learning システムを活用して, 強迫症, 社交不安症, パニック症の認知行動療法を自助

で実行できるオンラインプログラムを開発することに成功した。全ての治療モジュールは, 

全 12 回で構成されており, 疾患特有の精神病理に対応する認知行動モデルを基に実行した。

各疾患の治療モジュールは, Table１の通りである。 
 

Table 1. 各疾患の治療モジュール 

Module  強迫症 社交不安症 パニック症 

1 心理教育と症例概念化 心理教育と症例概念化 心理教育と症例概念化 

2 目標設定と不安階層票の作成 安全行動の検討 安全行動と注意の検討 

3 破局的な解釈を検討する ビデオ・フィードバック 破局的イメージの書き直し 

4 行動実験 注意トレーニング 注意シフト訓練 

5 曝露反応妨害法 I 行動実験 I 内部感覚曝露による行動実験 

6 曝露反応妨害法 II 行動実験 II 広場に段階的曝露 I 

7 曝露反応妨害法 III 不安階層票作成と段階的曝露 広場に段階的曝露 II 

8 曝露反応妨害法 IV 世論調査 記憶の意味の書き直し 

9 曝露反応妨害法 V くよくよ悩むことをやめる 世論調査 

10 曝露反応妨害法 VI 記憶の意味の書き直し くよくよ悩むことをやめる 

11 曝露反応妨害法 VII 残っている信念の検討 残っている信念の検討 

12 再発予防 再発予防 再発予防 
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 社交不安症の青年のためのスマートフォン認知行動療法アプリケーションについても, 

実際に利用可能なプロトタイプを開発することに成功した（Image 1）。なお, 治療モジュー

ルは, a) 心理教育と認知行動モデルの作成, b) 安全行動をテストする, c) 自己イメージの修

正, d) 注意トレーニング, e) 行動実験, f) 段階的行動実験, g) 世論調査, h) くよくよ悩むこ

との検討, i) トラウマ記憶の書き直し, j) 残っている信念の検討である。今後は, 社交不安

症状を持つ青年や, 社交不安症の成人を対象に, 安全性と実用可能性を検証した上で有効

性の評価を行うための臨床試験を予定している。                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Image 1. 社交不安症の認知行動療法アプリ 
 

(2) 不安と強迫のオンライン認知行動療法プログラムの実用可能性の検証 

 強迫症の成人患者男女 3 名（22 歳女性, 26 歳女性, 42 歳男性）に, 開発したオンライン認

知行動療法プログラムを含むデジタル教材を活用して, 心理社会的な支援を精神科病院外

来で提供した。全ての患者は, 主診断が強迫症で, 強迫症のサブタイプについて 22 歳女性

は「対称」, 26 歳女性は「加害」, 42 歳男性は「汚染」であった。介入前後で, 全て患者は

顕著に臨床症状に改善が見られ, 強迫症が寛解した（Figure 1）。       

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

Figure 1. 試験治療前後での強迫症状の変化 
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 不安症のオンライン認知行動療法プログラムについては,６人中５名が試験治療を完遂す

ることに成功し, 有害事象の発生は観察されなかった。試験治療後には, ほとんどの患者に

主要疾患の症状改善が観察された。なお, 試験治療の前後で主要評価項目である STAI-T 合

計の平均は, 56.8 (SD = 12.5)から 45.8 (SD = 10.5)に大幅に減少し, 効果量は大きい範囲

（Hedge’s g = 0.95）であったが有意ではなかった（P = 0.52）。副次評価項目については, BDI

が 34.2 (SD = 13.9)から 18.5 (SD = 11.1)に有意な減少（P = 0.03）, PHQ-8 による抑うつ症状は

12.5 (SD = 5.6)から 8.7（SD = 5.6）に減少し（P = 0.13）, GAD-7 による全般不安症状は 9.17 

(SD = 6.8)から 6.0 (SD = 4.5)に減少した（P = 0.27）。PDSS で評価したパニック症の患者 3 名

のパニック症状の重症度については, 試験治療前後で PDSS 合計平均が 15.3 (SD = 6.0)から

3.0 (SD = 4.24)に顕著に減少して, 効果量も大きい範囲（Hedge’s g = 1.79）であったが, パニ

ック症の患者１名が脱落したことから試験後のサインプル数が２症例となったともあり, 

有意な差が認められなかった（P = 0.16）。LSAS で評価した社交不安症の患者 3 名の社交不

安症状の重症度については, 試験治療前後で LSAS 合計が 88.3 (SD = 17.0)から 56.3 (SD = 

28.2)に有意に減少しており（P = 0.04）, 効果量は大きい範囲であった（Hedge’s g = 1.38）。

この臨床試験により, 日本において不安症の患者に対して, 治療者のガイドが付いた場合

のオンライン認知行動療法プログラムは, 安全かつ実用可能性があることを実証した。 
 

(3) 強迫症のオンライン認知行動療法プログラムの実用可能性の検証 

 本臨床試験プロトコルは, 2020 年に遠隔医療に関する国際学術雑誌 Journal of Medical 

Internet Research の姉妹雑誌である JMIR Research Protocols に報告している。なお, 臨床試験

は滞りなく実施され予定通り 2021 年 3 月 31 日で終了した。試験期間中に, 試験治療群に

割り付けられた参加者にはいかなる有害事象の発生も観察されず, 15 名中 14 名が試験治療

を完遂することができた。一方で対照群（通常治療群）に割り付けられた 16 名中 1 名には, 

乳がんが見つかり重篤な有害事象として千葉大学医学部附属病院の臨床試験部に報告した。

なお, この参加者については経過を観察して, 入院治療後には軽快したことを確認してい

る。今後は, 研究成果をまとめて国際学術誌に論文投稿をする予定である。 
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